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平成３０年度第７回安城市地域ケア推進会議 

                     

  日時 平成３０年１０月１８日（木） 

午後１時３０分～午後２時４５分 

                   場所 社会福祉会館 ３階 会議室 

 

１ 会長あいさつ 

 １５時から口腔ケア研修会があるので時間が限られているが活発な討論をお願いしたい。 

 

２ 議題    

（１）会議記録等の開示内容に関するアンケート結果について（資料１） 

事務局） 

・アンケート回収率 ２０人／３１人（６４．５％） 

 ・アンケート内容、結果は資料１の通り。 

・資料１－１の２（３）が地域ケア推進会議の目指すべきあり方であるが、毎月の推進会議

を理想通りに行うのは難しく報告を中心とした情報共有が中心になりがちなのは課題であ

る。地域ケア地区会議で出された課題を会議で検討するという以外に、各部会からの課題

を共有し、検討するという場でもある。  

・アンケートでの意見を受け、会議資料はできる範囲で事前に送付し、事前送付したもので

読めば分かる部分は内容を圧縮して会議での議論の時間を増やせるように努める。 

・会議録についても、web掲載前に内容確認を委員の皆さんにしていただくようにする。 

岡本会長） 

・委員の皆様が推進会議に個人として出ているのか部会の代表として出ているのかを明らか     

にした方が良い。 

・推進会議のために立ち上げた部会はあるのか。 

事務局） 

  推進会議のために立ち上げた部会は 住まい部会、小規模多機能部会、地域支援部会。 

岡本会長） 

委員の発言は部を代表した意見だと思うが各部会員全員の意見とは一致していない。個人

的な発言もあると思うが現状はどうか。 

ケアマネット部会） 

 ・自分が知るケアマネージャーの業務について個人的な意見として発言している。 

・会議の度に部会の意見は聞けていない。 

・事業所全ての意見はこの場に伝えられていない。 

岡田副会長） 

 ・２か月に１度デイネット部会がある。 
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・会員には推進会議の議事録を送って情報共有している。 

・デイネット部会での話をこの場に持ってくることは無い。 

住まい部会） 

 ・宅建協会の碧海支部代表として出席しているが参考意見を出す程度の認識で出席している。 

・宅建協会としての意見は宅建協会の許可を得ないと発言できない。 

・参考意見として個人の意見を述べたり宅建協会からの伝言を伝える時は個人の立場で発言

できる。 

・推進会議で多数決を取る時の挙手はあいまいな権限の中での挙手である。 

・厳密には縛られている。 

・属性は出しても良いが自分の意見を宅建協会の意見とされるのは不本意である。 

地域支援部会） 

  部会の会員に自分の発言の許可は取っていない。個人的な意見を述べているが長年の経験

に基づいているので部会の意見と大きな違いは無いと思う。 

訪問リハネット部会） 

 ・地域ケア推進会議の日の夜に部会がありその場で会議の報告をしている。 

・会議では部会の考えを推測して発言している。 

ヘルパーネット部会） 

 ・部会へは会議の報告のみしている。 

・部会を客観視して発言している。部会名と個人名を載せることに支障はない。 

岡本会長） 

 ・発言は部会の総意ではないので個人に近い意見になるだろうがこの会議はこれで良いと思

う。 

・アンケート回収率が６４．５％なのでアンケートを出していないが意見がある人もいると

思うがどうか。 

意見 

なし 

 

岡本会長） 

  名簿への記載について、アンケート結果は「これまで通り掲載して良い」が一番多かった

がこれについて意見はあるか。 

意見 

なし 

 

岡本会長） 

  議事録への個人名の記載について、アンケート結果は「これまで通り部会名だけ明記して

よい」が一番多かったがこれについて意見はあるか。個人の意見なので個人名を載せるべ
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きだという考えの人はいるか。 

薬剤師会部会） 

  名簿には出席者だけを載せるのか。 

事務局） 

  欠席者も含めて全員載せる。 

岡本会長） 

 ・アンケート結果により名簿と議事要旨への名前等の記載は、 

名簿・・・部会名、氏名、所属、職種等を掲載 

議事要旨・・・部会名のみを明記 

とする。（今まで通り） 

・事前に資料を送付いただければ前もって部会の意見を集約できるのでお願いしたい。 

   

 

（２）在宅医療・介護連携推進のための研修会実施報告 （資料２） 

保健福祉部会） 

  参加者、アンケート回収率、研修の反応、満足度、意見は資料の通り。 

意見、質問 

なし 

 

 

（３）電子＠連絡帳のドメイン間連携の開始と注意事項について（資料３） 

事務局） 

・１０月１日付けで電子＠連絡帳の広域利用に関する協定が締結され、既に広域利用がシステ

ム上でできるようになっている。注意事項は以下の通り。 

注意事項 

・患者の支援チームにメンバーを加える際、連携を締結している豊田みよし、岡崎幸田、刈谷、

碧南、知立、高浜以外はメンバーに加えないようにする。（スライド４） 

 ⇒H31年4月からの IIJ移行後は、協定締結自治体に絞り込むことができるが、現在のCTC

のシステムでは特性上絞り込みができないため。 

・プロジェクトチームの閲覧範囲について。基本的には「選択担当者」以外は使用しない。（ス

ライド８）注意事項のマニュアルをサルビー見守りネットにアップする予定。 

 ⇒「全利用者」を選択すると、意図せずして他市の全利用者まで広げてしまうリスクあり。 

・患者登録は必ず患者の住所地のネットワークで登録する。支援チームに患者住所地の利用者

が１名もいない場合は市へ連絡を。（スライド１０） 

・患者の重複登録はしない。（スライド１１） 
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岡本会長） 

  不明な点は事務局へ問い合わせを。 

質問 

なし 

 

 

※時間があれば 

（４）意見交換（フリートーク） 

事務局） 

各部会の意見・課題・ニーズを聞きたい。（来年度以降の各部会の研修、検討テーマのヒ

ントとして） 

地域支援部会） 

相談事例を報告（資料４） 

・高齢化が進むとこのような問題はどんどん出てくると思う。現在は行政としての対応が

難しいとの事だが５～６年かけても良いので一人暮らしの人の付き添いができるように

ならないか。 

・桜井地区の町内会４役は台風の時は事前に避難について告知して回ることになった。 

・ケアマネと施設部会にも事前に告知だけでもしてもらえるとありがたい。 

ケアマネット部会） 

  先日の台風２４号の時は通所サービス休止の連絡が前日からあった。家族の対応は確認し

たが避難の声かけはできなかった。自分の担当者の把握しか出来ていないのが現状。 

ケアマネット部会） 

  避難所の確認は必要だと思うが一人暮らしの人は課題が多く解決できないのが現状。 

地域支援部会） 

  地域支援者、民生委員だけでは対応できないので行政や町内の福祉委員会が動くべきであ

る。 

地域支援部会） 

  地域支援者の負担が大きくなるとなり手がいなくなるので行政で何とかしてほしい。 

事務局） 

 ・大屋さんから話があった時に市の危機管理課へ情報提供したが今は解決策なし。 

・危機管理課と福祉部門で災害時の対応を協議するように働きかけていく。時間はかかると

思うが問題の認識はしている。 

施設部会） 

  施設と市で福祉避難所の協定を締結している。災害時は施設を維持することに重点をおく

のでアウトリーチはできない。できるのは来た人の受け入れをすることくらい。 

ヘルパーネット部会） 
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  先日の台風の時はケアマネと連携してサービス時間に折り合いをつけ近隣に家族がいる方

は家族に委ねた。 

ヘルパーネット部会） 

  先日の台風の時は家族の対応が可能な人はサービス提供を中止した。一人暮らしの人につ

いては今後の課題である。 

岡本会長） 

  先日の台風の時は風が強かったので訪問診療を取りやめた。 

訪問看護ネットワーク部会） 

・訪問看護利用者に避難所を知らない人が多い。 

・在宅酸素を使っている人で事前に酸素会社に電話して停電時の対応を確認している人がい  

た。 

・危険を避けるために訪問の日時を変更して対応した。 

訪問看護ネットワーク部会） 

 ・医療依存が高い人の停電時の対応と家族との連携を確認した。 

・訪問は午前に終わらせてスタッフの安全を確保した。 

在宅医療サポートセンター） 

  各部会で災害時の対策、訓練を行えているが、部会同士の連携となると充分できていない。

連携してできることをこういう場で検討してはどうか。 

  避難場所の把握ができていないのでケアプランに避難場所を記載すれば良いのでは。電子

＠連絡帳に記載すれば停電してもスマホから確認できる。連携の仕組みづくりを。 

事務局） 

  活発な意見交換をありがとうございます。本日は時間が足りず発表できなかった部会もあ

ると思うが、今後も議論に時間が取れるよう議題のボリュームを調整します。 

 

                                    

連絡事項 

・地域支援部会（加藤氏）からの情報提供 

橋中今日子さん 

〇ＮＨＫラジオ「マイあさラジオ」健康ライフコーナー 

「介護する人の心が少しでも軽くなるために」 

〇著書「がんばらない介護」 

事務局） 

・在宅医療・介護連携推進のための研修会 

テーマ：口腔ケア研修会「口腔ケアの実際」 （歯科医師会部会） 

日時：平成３０年１０月１８日（木）午後３時から 

場所：総合福祉センター会議室３  講師：板倉 直美 氏、中村 尚美 氏 
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テーマ：多様化する福祉人材について～外国人雇用の現状と課題～ （施設部会） 

日時：平成３０年１１月７日（水）午後６時から午後７時３０分まで 

場所：総合福祉センター会議室３  講師：古田 周作 氏 

・認知症を知る講演会 

日時：平成３０年１１月１７日（土）開場：午後１時３０分 開演：午後２時 

場所：安城市民会館 サルビアホール  講師：秋川リサ（女優・タレント） 

→会場が大きいため各部会からも多くの参加をお願いしたい。 

 

次回 平成３０年１１月１５日（木）午後１時３０分～３時 社会福祉会館 会議室  

 


